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NO.２０７

こ
の
国
の
行
方
・
・
・
・
・
へ
の
問
い
（
７
）

前
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
書
く
ま
で
も
な
い
と
も
思
い
つ
つ
、
こ
の
国

の
中
心
で
あ
る
政
権
と
官
僚
の
「
醜
態
～
恥
さ
ら
し
」
は
ど
こ
ま
で
深
い

の
か
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
り
『
本
件
は
首
相
案
件
』
と

の
記
載
の
文
書
、
二
〇
一
五
年
四
月
二
日
に
首
相
官
邸
で
柳
瀬
唯
夫
首
相

秘
書
官
（
現
・
経
済
産
業
審
議
官
）
と
愛
媛
県
職
員
ら
と
面
会
記
録
を
記

し
た
同
県
の
文
書
に
つ
い
て
、
愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
が
県
職
員
の
作

成
と
認
め
た
文
章
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
が
「
農
水
省
」
で
見
つ
か
り
、

文
書
は
、
文
部
科
学
省
・
内
閣
府
に
配
ら
れ
た
可
能
性
が
る
と
い
う
。

森
友
学
園
へ
の
国
有
地
の
取
引
当
事
者
で
あ
る
柳
瀬
氏
の
国
会
招
致
も

受
け
入
れ
た
が
、
野
党
は
、
参
考
人
で
は
な
く
「
証
人
喚
問
」
を
求
め
て

い
る
。
が
、
ま
た
「
真
実
」
語
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
え
る
。

毎
日
新
聞
は
四
月
二
一
日
～
二
二
日
両
日
、
全
国
世
論
調
査
を
実
施
し

た
。
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
三
〇
％
で
三
月
の
前
回
調
査
か
ら
三
ポ
イ
ン

ト
下
落
し
、
不
支
持
率
は
四
九
％
と
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
支
持
率
の

低
下
傾
向
に
歯
止
め
は
か
か
ら
ず
、
二
カ
月
連
続
で
不
支
持
が
支
持
を
上

回
っ
た
。
財
務
事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
や
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」

へ
の
国
有
地
売
却
に
関
す
る
決
裁
文
書
改
ざ
ん
な
ど
、
財
務
省
を
巡
る
問

題
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
麻
生
太
郎
副
総
理
兼
財
務
相
が

「
辞
任
す
べ
き
だ
」
が
五
一
％
と
半
数
を
超
え
た
。（
三
面
に
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
と
「
質
問
と
回
答
」）

安
倍
晋
三
首
相
の
友
人
が
理
事
長
を
務
め
る
学
校
法
人
「
加
計
学
園
」

の
獣
医
学
部
新
設
を
巡
り
、
二
〇
一
五
年
当
時
の
首
相
秘
書
官
が
愛
媛
県

職
員
ら
と
の
面
会
で
「
首
相
案
件
」
と
発
言
し
た
と
記
さ
れ
た
文
書
が
見

つ
か
っ
た
。
発
言
を
否
定
す
る
元
秘
書
官
の
説
明
に
つ
い
て
「
納
得
で
き

な
い
」
と
の
回
答
が
七
四
％
に
達
し
、「
納
得
で
き
る
」
は
一
二
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
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「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
の
推
計
で
は
、
四
〇
年
の

総
人
口
は
一
億
一
〇
九
二
万
人
、

今
年
の
四
月
の
一
億
二
六
五
三
万

人
か
ら
一
五
六
一
万
人
も
減
る
。

そ
の
中
で
高
齢
者
は
増
え
続
け
、

六
五
歳
以
上
は
三
五
三
八
万
人

（
二
八
％
）
か
ら
三
九
二
一
万
人

（
三
五
％
）
に
な
る
。
一
方
、
一
五

～
六
四
歳
は
七
五
六
二
万
人
（
六

〇
％
）
か
ら
五
九
七
八
万
人
（
五

四
％
）
へ
と
大
幅
に
減
少
す
る
。

社
会
保
障
給
付
費
は
増
大
し
、

税
や
社
会
保
険
料
の
負
担
は
避
け

ら
れ
な
い
。
だ
が
、
推
計
は
出
し

た
も
の
の
従
来
負
担
の
担
い
手
と

な
っ
て
き
た
若
い
世
代
が
減
る
中
、

誰
に
ど
の
よ
う
な
負
担
増
を
求
め

る
か
、
政
権
内
で
の
議
論
は
進
ん

で
い
な
い
。
『
社
会
保
障
の
あ
り

方
』
は
二
五
年
ま
で
で
、
そ
れ
以

降
の
議
論
も
、
止
ま
っ
て
い
る
。

深
刻
な
の
は
費
用
で
は
な
い
。

介
護
や
医
療
の
担
い
手
不
足
が
、

四
〇
年
度
に
は
さ
ら
に
進
む
見
通

し
だ
か
ら
だ
。
～
四
〇
年
度
に
は

介
護
や
医
療
の
分
野
に
必
要
な
人

材
数
は
事
務
職
を
含
む
と
今
よ
り
、

二
四
二
万
人
多
い
一
〇
六
五
万
人

と
な
る
。
就
業
者
数
に
占
め
る
割

合
は
六
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
え
、
一

八
、
八
％
に
な
る
見
通
し
だ
。

し
か
も
、
一
五
～
六
四
歳
は
、

今
年
四
月
か
ら
四
〇
年
ま
で
に
一

五
八
四
万
人
減
る
。
介
護
現
場
に

限
っ
て
も
二
五
年
度
時
点
で
三
四

万
人
が
不
足
す
る
。」
と
い
う
。
現

場
か
ら
は
「
今
で
も
外
国
人
の
人

材
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の

声
が
上
が
る
。

さ
て
ど
う
す
る
の
か
、「
オ
レ
は

先
が
見
え
て
い
る
か
ら
関
係
な

い
」
な
ど
と
開
き
な
お
っ
て
、
次

世
代
に
現
在
の
「
付
け
（
借
金
含

め
）」
を
先
送
り
す
る
事
は
、
余
り

に
も
「
無
責
任
」
で
は
な
い
の
か
。

時
代
推
移
の
途
上
に
生
き
る

者
・
・ 

 
 

 
 

 
 

（
し
ん
）

春
日
市
の
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
の
事
務
局
か
ら
の
帰
り
、

Ｊ
Ｒ
ば
か
り
で
は
面
白
く
な

い
の
で
、
西
鉄
電
車
を
使
っ

て
天
神
ま
で
行
っ
て
み
た
。

駅
か
ら
天
神
地
下
街
へ
。

途
中
お
し
ゃ
れ
な
ド
ア
を

見
つ
け
た
。
よ
く
見
た
ら
、

ト
イ
レ
の
よ
う
だ
。
案
内
表

示
は
、
横
文
字
。「M

U
LTI 

PU
R

PO
S

」
と
あ
る
。
つ
い

に
こ
こ
ま
で
来
た
か
。「
障
害

者
ト
イ
レ
」「
車
椅
子
ト
イ

レ
」
か
ら
「
多
目
的
ト
イ
レ
」

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
に
、

そ
し
て
つ
い
に
、「M

U
LTI 

PU
R

PO
S

」
で
あ
る
。
日
本

語
訳
で
は
「
多
目
的
の
」
で

あ
る
。
地
下
街
に
は
、
ま
だ

ま
だ
お
し
ゃ
れ
な
ト
イ
レ
が

あ
る
ら
し
い
。
２
０
１
６
年

完
成
ら
し
い
が
、
田
舎
に
い

る
と
情
報
は
届
か
な
い
。
い

つ
か
、探
検
を
し
て
み
よ
う
。

（
北
九
州
支
部

白
川
長
廣
）
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福
脊
連
の
第
４０
回
総
会
が
、
５

月
１２
日
（
土
）
、
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
６
階

福
祉
特
一
室
で
開
催

さ
れ
た
。

開
会
・
総
会
成
立
確
認

会
員
数
６４
名
に
対
し
、
出
席
者

５０
名
（
う
ち
委
任
状
４４

名
）
に

よ
り
、
会
則
に
基
づ
き
総
会
成
立

を
確
認
し
、
開
会
し
た
。

会
長
挨
拶

藤
田
会
長
よ
り
、
挨
拶
が
あ
っ

た
。

議
長
・
書
記
選
出

議
長
、
書
記
を
選
出
し
議
案
の

審
議
に
入
っ
た
。

議
長

坂
本

一
憲

書
記

東

聖
二

基
調
報
告

基
調
報
告
で
は
、
藤
田
会
長
か

ら
、
全
脊
連
の
現
況
に
つ
い
て
の

問
題
点
、
課
題
に
つ
い
て
提
起
さ

れ
た
。
全
脊
連
の
今
後
に
つ
い

て
・
・
・
昨
年
の
安
藤
信
哉
理
事

の
提
案
に
沿
っ
て

【
長
所
】

・
公
益
社
団
法
人
で
あ
り
、
社
会

的
信
用
度
が
高
い
～
（
と
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
評
価
軸
と
下
記
の
課

題
・
提
案
の
内
実
を
客
観
的
に
精

査
す
る
こ
と
も
不
可
欠
と
考
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
各
支
部
の
活
動
が

県
域
で
社
会
的
（
他
の
団
体
と
の

連
携
を
含
む
）
に
浸
透
し
、
社
会

的
な
評
価
が
「
ど
の
様
に
」
あ
る

か
で
す
。
本
部
は
、
支
部
の
総
会

議
案
書
等
を
取
り
寄
せ
て
実
態
を

把
握
す
べ
き
で
す
。）

・
社
会
保
障
審
議
会
な
ど
、
各

種
行
政
機
関
の
委
員
の
ポ
ス
ト

が
あ
る
。
～
（
各
審
議
会
へ
の
参

画
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、「
提
言
」

に
つ
い
て
は
、
最
低
限
の
「
理
事

会
で
の
総
意
・
合
意
」
が
前
提
で

す
が
、
協
議
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
個
人
的
プ
レ
ー
で
あ
る
面

を
否
め
ま
せ
ん
。
制
度
や
制
度
活

用
に
伴
う
、「
政
省
令
・
通
達
等
」

を
読
み
解
き
提
言
す
べ
き
で
す
。

支
部
が
「
制
度
を
活
用
で
き
る

よ
う
対
応
」
出
来
る
よ
う
に
す
べ

き
で
す
。
制
度
の
解
説
・
注
意
点

な
ど
的
確
に
提
供
す
る
こ
と
が
前

提
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
各
支
部
・

ブ
ロ
ッ
ク
で
の
制
度
に
関
す
る
研

修
が
不
可
欠
で
す
。

・
脊
髄
損
傷
に
関
し
て
高
い
専
門

性
が
あ
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
充

実
し
て
い
る
。（「
専
門
性
」。
「
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
」
と
い
う
が
、

そ
の
実
務
的
・
内
実
と
し
て
の
「
実

績
デ
ー
タ
」
は
、
未
だ
に
共
有
さ

れ
て
は
い
ま
せ
ん
の
で
、「
専
門
性

の
内
実
」
は
確
認
で
き
て
い
ま
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
実
績
を
上
げ

て
い
る
支
部
も
あ
り
ま
す
が
、
相

談
事
業
の
実
績
デ
ー
タ
は
、
今
後

の
事
業
を
進
め
る
た
め
の
実
務
的

な
「
問
題
・
課
題
を
整
理
」
を
す

る
「
資
源
」
で
あ
り
、
そ
の
掘
り

下
げ
が
新
た
な
計
画
性
（
方
針
）

を
確
立
す
る
材
料
な
の
で
す
。）

・
ま
た
、
相
談
担
当
者
は
「
会
員

外
」
と
す
る
と
の
見
解
も
あ
り
、

不
可
思
議
な
「
規
定
」
が
ま
か
り

通
っ
て
い
ま
す
こ
と
も
、
会
員
数

が
減
少
の
原
因
と
思
い
ま
す
。
依

然
と
し
て
２
０
０
０
名
を
超
え
る

数
で
あ
る
。
（
以
下
、
議
案
書
掲

載
）

第
１
号
議
案

各
支
部
２
０
１
７

年
度
活
動
の
総
括
・
１８
年
度
方
針

２
０
１
７
年
度
各
支
部
活
動
の

総
括
及
び
、
２
０
１
８
年
度
活
動

方
針
に
つ
い
て
３
支
部
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案

２
０
１
７
年
度
県

本
部
活
動
総
括

藤
田
会
長
よ
り
、
２
０
１
７
年

度
活
動
方
針
に
沿
っ
た
総
括
が
報

告
さ
れ
た
。

１
．
事
務
所
運
営
に
つ
い
て

（
１
）
事
務
局
体
制
の
強
化
は
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
。

①

総
括
を
踏
ま
え
て
、事
務
局

体
制
に
つ
い
て
具
体
的
に
実
務

体
制
を
図
れ
な
か
っ
た
。

福
脊
連

第
４０
回
総
会
報
告
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刑
事
司
法
制
度
刑
改
革
と
は

取
調
べ
の
録
音
・
録
画
（
可
視

化
）
の
義
務
化
や
司
法
取
引
の
導

入
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
刑
事
訴
訟

法
改
正
な
ど
の
「
刑
事
司
法
改
革

関
連
法
」
が
二
〇
一
六
年
五
月
二

四
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
本
法
律
は
、
有

識
者
委
員
が
参
加
し
た
法
制
審
議

会
（
法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
）「
新

時
代
の
刑
事
司
法
制
度
特
別
部

会
」
で
の
議
論
を
経
て
全
会
一
致

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
答
申
に
基

づ
く
も
の
で
す
。
本
改
正
は
、「
刑

事
訴
訟
法
」
制
定
後
最
大
規
模
の

も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
趣
旨
は
、
前
述
の
ご
と
く
、

取
調
べ
及
び
供
述
調
書
へ
の
過
度

の
依
存
や
、
公
判
の
在
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
適
正
か
つ
充
実

し
た
公
判
審
理
を
図
る
点
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
改
正
法
は
、
二
〇
一
六
年

六
月
か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
制
化
の
機
運
が
高
ま

っ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
、
栃
木
県

足
利
市
で
女
児
が
行
方
不
明
に
な

り
、
翌
朝
、
遺
体
と
な
っ
て
発
見

さ
れ
た
事
件
で
犯
人
と
さ
れ
て
服

役
し
て
い
た
菅
家
利
和
さ
ん
と
、

遺
留
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
一
致
し
な

い
こ
と
が
二
〇
〇
九
年
、
再
鑑
定

に
よ
り
判
明
し
、
冤
罪
（
え
ん
ざ

い
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、

二
〇
一
〇
年
、
再
審
で
無
罪
が
確

定
し
た
「
足
利
事
件
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
同
年
、
厚
生
労
働

省
の
局
長
だ
っ
た
村
木
厚
子
氏
の

無
罪
が
確
定
し
た
「
郵
便
不
正
事

件
」
と
、
冤
罪
無
罪
判
決
が
続
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
法
務
大
臣
の

下
に「
検
察
の
在
り
方
検
討
会
議
」

が
設
け
ら
れ
、
か
か
る
事
件
が
二

度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

不
合
理
な
取
調
べ
を
防
止
す
る
必

要
が
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
本

改
正
の
端
緒
な
の
で
す
。

法
改
正
の
主
な
内
容

改
正
の
主
な
内
容
と
施
行
時
期

を
列
挙
し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

①
裁
量
保
釈
に
お
け
る
考
慮
事
項

の
明
確
化
（
二
〇
一
六
年
六
月
二

三
日
）
②
証
拠
隠
滅
等
の
罪
等
の

法
定
刑
の
引
き
上
げ
（
二
〇
一
六

年
六
月
二
三
日
）
③
証
拠
開
示
制

度
の
拡
大
（
二
〇
一
六
年
一
二
月

ま
で
）
④
弁
護
人
に
よ
る
援
助
の

充
実（
二
〇
一
六
年
一
二
月
ま
で
）

⑤
通
信
傍
受
の
合
理
化
及
び
対
象

犯
罪
の
拡
大
（
二
〇
一
六
年
一
二

月
ま
で
）
⑥
証
人
の
氏
名
・
住
居

の
開
示
に
係
る
秘
匿
措
置
（
二
〇

一
六
年
一
二
月
ま
で
）
⑦
被
害
者

保
護
の
充
実
（
二
〇
一
六
年
一
二

月
ま
で
）
⑧
自
白
事
件
の
迅
速
な

処
理
の
た
め
の
措
置
の
導
入
（
二

〇
一
六
年
一
二
月
ま
で
）
⑨
被
疑

者
国
選
弁
護
制
度
の
拡
充
（
二
〇

一
八
年
六
月
ま
で
）
⑩
協
議
・
合

意
制
度
等
の
導
入
（
二
〇
一
八
年

六
月
ま
で
）
⑪
ビ
デ
オ
リ
ン
ク
方

式
に
よ
る
証
人
尋
問
の
拡
大
（
二

〇
一
八
年
六
月
ま
で
）
⑫
取
調
べ

の
可
視
化
の
た
め
の
録
音
・
録
画

制
度
の
導
入
（
二
〇
一
九
年
六
月

ま
で
）
⑬
暗
号
技
術
を
利
用
し
た

特
定
装
置
の
導
入
（
二
〇
一
九
年

六
月
ま
で
）
以
上
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
改
正
は
非
常
に

多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
て

⑫
取
調
べ
の
可
視
化
、
録
音
・
録

画
制
度
の
導
入
が
中
心
問
題
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
問
題
を
中
心
に
考
え
る
こ
と

刑
事
司
法
制
度
改
革
と

累
犯
障
害
者
に
関
す
る
一
考
察

文
化
体
育
部
長

久
保

親
志
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貧
乏
暇
あ
り

風
薫
る
５
月
、
み
ど
り
の
日
に

緑
陰
を
歩
く
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
い
っ

て
も
浮
世
か
ら
離
脱
し
た
身
、
毎

日
が
休
暇
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
過
ご
し

方
、
ね
ら
い
目
の
場
所
は
？
な
ど

と
情
報
が
押
し
寄
せ
て
く
る
。

わ
ざ
わ
ざ
渋
滞
の
中
や
人
ご
み

の
中
に
紛
れ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
悪
事
は
働
い
て
い
な
い
。

と
は
い
っ
て
も
世
間
に
置
い
て

行
か
れ
る
の
も
さ
び
し
い
限
り
で

あ
る
。

さ
て
、
と
は
い
え
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
を
ど
う
過
ご
し

た
か
？

今
年
は
「
み
ど
り
の
日
」
に

木
立
の
緑
に
囲
ま
れ
て
過
ご

し
て
み
た
。

み
ど
り
の
日
（
自
然
に
し
た

し
む
と
と
も
に
そ
の
恩
恵
に

感
謝
し
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

む
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
）

ゆ
た
か
な
心
は
と
も
か
く

自
然
に
は
親
し
ん
で
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
メ
ダ
カ
は
飼
っ

て
い
る
し
、
ゴ
キ
ブ
リ
や
ハ
エ

と
も
仲
良
く
し
て
い
る
つ
も

り
で
あ
る
。

私
の
家
か
ら
「
瀬
板
の
森
」

と
い
う
あ
る
企
業
の
水
源
地

を
市
民
に
開
放
し
た
公
園
が

見
え
る
。
か
れ
こ
れ
20
年
前
に

行
っ
た
き
り
で
あ
る
の
で
久

し
ぶ
り
に
出
か
け
て
み
た
。

通
常
の
ル
ー
ト
を
行
く
と
２
、
６

Ｋ
ｍ
の
道
の
り
で
あ
る
が
近
道
を

す
る
と
１
、
３
Ｋ
ｍ
で
行
け
る
。

た
だ
し
、
鉄
道
の
ガ
ー
ド
下
を
背

中
を
か
が
め
て
通
過
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
一
歩
間
違
え
る
と

水
の
流
れ
に
落
ち
て
し
ま
う
危
険

が
あ
る
。
敢
え
て
近
道
を
選
ん
だ
。

最
初
の
難
関
は
流
れ
の
横
を
進
む

細
い
道
で
あ
る
。
し
か
も
、
鉄
道

の
下
を
通
る
天
井
の
低
い
道
で
あ

る
。今

は
身
体
検
査
で
座
高
は
計
測

し
て
い
な
い
ら
し
い
が
学
生
時
代

は
級
友
に
驚
き
の
目
を
以
て
見
ら

れ
た
こ
と
の
あ
る
高

さ
で
あ
る
。

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
や
っ
て
い
た
時
は

長
所
で
あ
っ
た
が
、

低
い
ガ
ー
ド
下
を
通

る
時
に
は
困
難
の
種

に
な
る
。
気
を
付

け
て
通
っ
た
の
で
あ
る
が
一
度
頭

を
ぶ
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

何
と
か
通
り
抜
け
て
目
を
上
げ

る
と
黄
色
い
菖
蒲
の
花
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。

し
ば
し
鑑
賞
。

一
息
つ
い
た
の
も
束
の
間
、
そ
の

先
は
短
い
が
急
傾
斜
の
上
り
坂
で

あ
っ
た
。

衰
え
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
、

何
と
か
登
り
き
っ
た
。 色が出ないのが残念
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編
集
中
の
６
月
１８

日
月
曜
日

午
前
７
時
５８
分
頃
、
大
阪
府
北
部

で
震
度
６
弱
の
大
き
な
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
・
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
、
お
悔
や
み
と
と
も
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
観
測
を
始
め
て

か
ら
、
１
番
規
模
の
大
き
な
地
震

と
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
し
ば
ら
く
、

マ
ヒ
し
て
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
地
震
は
い
つ
・
ど

こ
で
起
き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

事
前
に
準
備
で
き
る
こ
と
は
、

し
て
い
て
も
困
る
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
避
難
場
所
・
避
難
経

路
を
確
認
し
て
、
助
け
が
必
要
な

場
合
の
た
め
に
、
近
所
の
方
に
事

前
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
操
作

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、

地
震
や
火
山
の
噴
火
、
豪
雨
等
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
、
被
災
地
等

へ
の
安
否
確
認
等
の
電
話
が
殺
到

し
て
、
電
話
が
か
か
り
に
く
い
状

態
（
ふ
く
そ
う
状
態
）
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
自
宅
の
電
話
番
号
等

を
キ
ー
に
し
て
、
安
否
確
認
等
の

伝
言
を
蓄
積
装
置
に
お
預
か
り
し
、

伝
言
の
録
音
及
び
再
生
に
よ
り
被

災
地
内
の
家
族
や
親
類
、
知
人
等

と
連
絡
を
可
能
に
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

無
料
ボ
イ
ス
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

（
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
）で
す
。

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
災
地
へ
の
通
信
が
つ
な
が

り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に

利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
提
供
開

始
や
録
音
件
数
な
ど
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
お
知
ら
せ
に
な

り
ま
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
点

□
暗
証
番
号
付
き
で
ご
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
家
族
や
親
戚
、
知

人
等
と
の
間
で
、「
暗
証
番
号
」
を

予
め
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。□

限
ら
れ
た
録
音
時
間
内
で
的

確
に
情
報
を
録
音
で
き
る
よ
う
に

お
話
し
く
だ
さ
い
。

□
発
信
地
域
か
ら「
連
絡
を
と
り

た
い
被
災
地
の
方
の
電
話
番
号
」

ま
で
の
通
話
料
金(

通
常
、
電
話
を

お
か
け
に
な
る
場
合
と
同
様
の
料

金)

が
か
か
り
ま
す
。

□
携
帯
電
話
の
電
話
番
号
を「
キ

ー
と
す
る
電
話
番
号
」
に
は
設
定

で
き
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
か
ら
の
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
方
法

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
）

１
・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１

７
１
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す
。

２
・
伝
言
の
録
音
方
法
「
１
」
の

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

３
・
自
宅
の(
被
災
地)

の
固
定
電

話
番
号
を
市
外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ

ル
し
ま
す
。

４
・
「
１
」→

「
＃
」
を
押
し
て

伝
言
を
録
音
し
ま
す
。

(

こ
こ
で

電
話
を
切
っ
て
も
録
音
さ
れ
て
い

ま
す)

５
・「
９
」→

「
＃
」
を
押
し
て
、

伝
言
の
確
認

６
・
訂
正
は
「
８
」→

「
＃
」
で

確
認
し
ま
す
。

７
・
伝
言
を
確
認
後
、
通
話
を
終

え
ま
す
。

現
在
は
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
災
害
用

伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
契
約
会
社
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
話
は
出
来
な
い
け
ど
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、

使
え
る
の
で
便
利
だ
と
、
た
く
さ

ん
の
人
が
言
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
た
く

さ
ん
の
デ
マ
が
流
れ
て
い
る
の
も
、

事
実
で
す
。
気
が
動
転
し
て
い
る

と
き
で
す
が
、
デ
マ
情
報
に
は
、

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
も
の
時
は
！

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告

２
月
２０

日

筑
後
支
部

第
１０

回

柳
川
市
自
立
支
援
協
議
会

く
ら
し
支
援
部
会

２
月
２２
日

北
九
州
支
部

相
談
会
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

２
月
２５

日

筑
後
支
部

第
１

回
筑
後
支
部

定
例
会

３
月
３
日

九
脊
連
現
任
研
修

３
月
１７

日

北
九
州
支
部

役

員
会

西
部
福
祉
会
館

３
月
１８

日

筑
後
支
部

第
３３

回
筑
後
支
部
総
会

３
月
２２
日

北
九
州
支
部

相
談
会
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

３
月
２８

日

北
九
州
支
部
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

４
月
２６
日

北
九
州
支
部

相
談
会
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

 
 

会
費
納
入
の
お
願
い

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、
お

願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
会
費

７
２
０
０
円

※
減
額
対
象
者
あ
り

■
賛
助
会
員

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円

■
口
座

郵
便
振
替
口
座

■
口
座
番
号

０
１
７
６
０

３

２
８
９
２
５

■
口

座

名

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

一
七
九
支
店

当
座
０
０
２
８
９
２
５

今
年
も
頂
き
ま
し
た

イ
オ
ン
幸
せ
の
黄
色
い

 
 

レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

毎
月
１１
日
の
「
イ
オ
ン
・
デ
ー
」

に
、
実
施
し
て
い
る
「
イ
オ
ン
幸

せ
の
黄
色
い

レ
シ
ー
ト
キ

ャ

ン

ペ

ー

ン
」
は
、
お

客
様
が
レ
ジ

精
算
時
に
受

け
取
っ
た
黄

色
い
レ
シ
ー

ト
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

名
が
書
か
れ
た
店
内
備
え
付
け
の

箱
に
投
函
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

レ
シ
ー
ト
合
計
の
１
％
分
の
品
物

を
イ
オ
ン
が
各
団
体
に
寄
贈
す
る

取
り
組
み
で
す
。（
イ
オ
ン
Ｈ
Ｐ
よ

り
）
店
舗
毎
に
レ
シ
ー
ト
（
普
段

は
白
い
紙
の
レ
シ
ー
ト
で
す
が
こ

の
日
は
黄
色
い
紙
の
レ
シ
ー
ト
）

の
金
額
の
１
％
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

北
九
州
支
部
は
イ
オ
ン
若
松
店
に

登
録
し
て
い
ま
す
。
４
月
８
日
、

イ
オ
ン
若
松
シ
ョ
ッ
ピ
ン
セ
ン
タ

ー
一
階
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
、

宮
岡
支
部
長
が
出
席
し
て
贈
呈
品

（
４
０
２
０
０
円
分
の
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
）を
受
け
取
り
ま
し
た
。

今
年
の
受
取
額
は
過
去
最

高
で
、
皆
様
に
当
会
の
活
動

が
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
と

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

支
部
で
は
こ
れ
ま
で
も
、

頂
い
た
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
で
、

プ
リ
ン
タ

ー
の
イ
ン

ク

や

用

紙
・
事
務

用
品
な
と

を
購
入
し

相
談
会
の

案
内
や
支

部
会
員
へ
の
連
絡
に
役
立
て
て
い

ま
す
。
毎
月
11
日
の
黄
色
い
レ
シ

ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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編
集
後
記

筑
豊
支
部
の
藤
田
さ
ん
か
ら
、

往
復
は
が
き
３８

枚
事
務
所
に

寄
付
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
坂
本
）

《 今月の時事 》

『一時は「不開示」存在は判明を連絡〜情報公開請求の記者』との見出だし。（24 日、

朝日新聞朝刊・33P）より。「財務省は 23 日、森友学園との国有地取引をめぐる記録を情

報公開会請求していた朝日新聞記者に対し、『昨年４月に文書がないと回答していた

が、存在が判明した』と電話で連絡した。〜今回の連絡について、同省理財局は『行

政サービスの一環。今回は丁重に説明する必要があると判断した』としている。同様

の情報公開を請求した人に、電話連絡をしているという。」

各新聞社・テレビ局等は、昨日から「開示資料（4000P）」の解読に追われている

ようだ。昨夜のニュース、本日の朝刊で内容は報道されていますので、紹介は省きま

すが、この間の「国会審議」の「変態・異常」を省みる必要が在ると想います。この

国の「政策決定過程」にどのように関わるのか、再考するその「姿勢（主権者）」が問

われていると想います。

同紙、一面にアメリカンフットボールの日大と関西学院大の定期戦（６日、東京）で

日大の守備選手が関西大の選手に悪質なタックルして負傷させた問題で、日大の宮川

泰介選手は、２２日負傷した関西大学選手に謝罪するとともに、事の経緯を克明に説

明し、自分の至らなさを真摯に受け止め謝罪した会見であったと受け止めていました

が、その会見を踏まえての日大の内田前監督・井上コーチの「会見」は、さもあらず、

真逆の『言いぶん』に徹していた。多くの人が「驚いた・あきれ返った」と思う。

国政とスポーツは、資質が違うが、人間として「壊れた〜立ち位置の」その「さま」

は同じに視える。一強〜権威主は、独断専行で「勝者・独裁」を射程し、なりふりか

まわず「鎮座」し、恍惚の境地に「浸る」のかもしれない。その「境地」という佇ま

いの「心境」を私は「読み解けない」のである。修行が事足りないのか、「憤り」しか

わかない。猛暑がやってくるように「抗する気が沸騰」する。夏・・・・・（しん）

会員・賛助会員の皆様、是非是非 意見・提言・雑感・本誌の感想など何でも

可能。投稿をお願いします。事務メール添付・郵送・ＦＡＸ等で送ってください。

どうぞよろしくお願い致します。

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。
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